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天
地

淵の
藩
布(脚収節義紋別)

印
蹄
浦
か
触
る
西
北
故
町
に
衣
石
版
軸
に
し
て
.
筒
さ
七
十
二
尺
隔

三
十
尺
に
治
し
班
に
批
粒
か
榊
む
O
火
山
地
力
の
特
有
の
恩
鮎
で
あ
っ

tj
t
幼
坤
期
り
地
貌
私
施
し
畑
山.G
鎌
の
末
端
に
爆
和
み
懸
け
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
｡
迷
入
鵜
解
の
.枕
わ
削
-
瀦
多
-
純
益
は
水
緒
-
し
て
搾
淵

み
な
し
鮎
特
秤
炎
火
な
る
地
軸
産
す
｡
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*

0
ア

ビ

シ

ニ
ア

圃

T
a
n
a
潮

境
及
ナ
イ
ル
の

叫
安
簡
ナ
イ

ルの
敬
源
地
.
ア
ビ
シ
ニ
ア
高
原
の
中
に

T
a
n
a

湖
が
め
る
｡

こ
の

湖

水
ほ

T
名

D
em
b
ea
湖
と
JJ
解
せ
ら
れ
北
締
十
二
旋
光
紛
三
十
七

比
二
十
五
分
の
地
に
任
し
'
南
北
凹
十
五
雌
苅
田
二
十
五
哩
､
指
紋
六

千
沢
の
高
地
に
あ
っ
て
'
そ
の
桐
恥
部
か
ら
額
ナ
イ
ル
が
出
る
｡
ナ
イ

ル
の
中
々
の
供
水
ば
､
ア
tiJ
シ
ニ
ア
の
両
州
に
ょ
る
の
で
あ
る
か
ら
'

こ
の
湖
水
の
水
盛
な
堰
拙
.1こ
よ
っ
て
関
節
す
る
=
と
は
'
資
.1
ナ
イ
ル

の
生
命
S
本
仰
の
閑
地
で
あ
る
｡
=
と
に
肺
井
関
敬
に
杜
串
す
る
炎
凶

は
そ
の
埋
り
綿
花
裁
蛸
の
給
水
源
と
し
て
'
夙
に
こ
の
湖
水
に
蔚
目
し

て
､

一
九
〇
二
年
五
月
γ
ビ
シ
ニ
ア
閥
王
メ
小
.-
″
二
世
と
英
樹
公
使

ハ
1
-
ノ
ダ
ト
ン
と
の
間
に
密
約
和
紙
ん
だ
'
円
-

メ

ネ
-
ク
二
壮
_‡
ナ
イ
ル
河
に
封
す
る
給
水
払

仙北
す
る
が
如
き

エ
琳
み
脊
ナ
イ
ル
河
､
タ
ナ
細
井
は
ソ
バ
ト
に

･3
ら施
し
若
は
第
三

敢
な
し
て
施
さ
し

む
る
=
と
拙
さ
旨
和
英
切
放
肘
に
約
T
o
但
し
英

開
放

肝
若
く
ほ
搬
丹
故
僻
JJ
の
協
議
に
よ
り
之
ね
鵠
す
場
合
は
,
)の

限
に
非
ず
O

と
か
や
う
な
的
架
は
､
端
後
碓
外
餌
の
新
仙
郷
龍
で
攻
撃
さ
れ

LLi
の

で
あ
つ
た
が
､
同
時
に
英
は
･1
過
去
二
十
五
中
間
旗
'
水
嶋
の
校
紀
私

計
詫
し
て
ア
ピ
ッ
ニ
ア
政
呼
1
迫
よ
っ
た
け
れ
ど
も
'
今
日
に
至
る
迄

日
的
な
出
す
る
に
至
ら
な
い
｡

し
か
し
虻
時
に
な
っ
て
､
填
及
の
狐
立
の
希
兜
が
J
森
々
旺
盛
と
な

り
､
叉
日
脚
棉
米
原
料
供
給
地
と
L
U
の
鮮
升
の
恥
和
地
が
掘
淑
ぜ
ら

れ
る
に
臆
し
､
給
水
の
必
嬰
は
大
に
痛
切
と
な
り
､
ナ
イ
ル
河
水
神
城

ヒ
u

七

七
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球

節
十

二

や

の
鉛
TS
潔
岬
に
収
め
て
､
頓
段
に
射
す
ろ
日
脚
の
勢
力
加
増

火
L
'

併

せ
て
釆
柵
の
職
人
み
抄
が
う
と

努
力
す
る
邸
ほ
､
遊
園
と
L
TJ
は
軸
;I=J

な
ら
ぬ
叫
で
あ
っ
た
｡
そ
=
で
鞘
樹
ほ
か
大
利
-
協
先
し
､
T
九
二
五

年
嗣
脚
の
岡
に
払
力
し
て
､
英
樹
は
タ
ナ
州
に
水
堰
な
つ
-
る
か
は
り

に
伊
閥
は
ア
ビ
シ
ニ
ア
柿
餅
の
ヱ
レ
･L
-
ア
'

マ
か
デ
イ
ス
ッ
オ
城
辺

か
放
設
せ
ん
=
と

な
的
究
L
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虎
が
=
の
柄
杓
も
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っ
た
ア
ビ
シ
ニ

ア
i
･rほ
iJ
め
各
回
共
に
之
に
戊
射
し
て
､
日
下
=
の
取
極
め
は
鰯
葉

上

触
軌
にこ
な
つ
て
ゐ
る
O
拓
に
放
て
か
ア
ビ
シ
ニ
ア
自
身
の
狂
想
で

1
九

二
七
咋
十
月
､
米
川
の
琳
柴
家
と
協
議
し
tJ
二

千
瑞
兆
の
教
本
で
こ
の

湖
水
に
堰
呪
な
つ
-

つ
て
'
必
.%
な
水
hl･.砕
升
と
填
虎
と
の
嗣
園
に
IIq

り
わ
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-
､～
考

へ
t･'
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i｡

琳
班
に
於
て
ス
-
ダ
ゾ
の
州
花
は
成
功
し
て
,liJk耕
作
地
に
忠
蚊
に
噂

加
L
i1
'
珊
批
用
水
の
不
凪
げ
耕
し
い
､
=
の
ま
-
に
過
す
と
､
英
樹

の
投
下
資
本
は
脚
城
に
抑
す
る
恐
れ
が
あ
る
｡
そ
こ

で
米
図
人
に
こ
の

エ
如
TS
や
ら
ず
こ
と
に
封
七
､
哉
囲
ほ
保
約
上

の
速
成
だ
と
い
っ
て
ゐ

る
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し
か
し
英
脚
と
七
て
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軸
の
永
嶋
紋
姪
に
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す
る
仰
婦
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セ
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細
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の
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乳
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液
少
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に
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め
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ろ
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仰
以
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悦
の
技
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額
に
請
負
托
し
て
虹
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｣滑
水
に
,

7の
･

タ
ナ
紬
の
水
盛
の
糾
節
に
･･i
つ
て
t

T
呼
的

LL流
失
す
る
夏
期
の
英
火

な
水
か
､
地
先
に
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紙
す
る
=
と
は
､
党
乏
し
き
=
-
で
あ
ら
わ
ば
な

ら
ぬ
｡

O

高

級

梓

か

ら

巌

紙

価
鋭
臨
時
訓
査
番
腐
骨
の
由

託
Li描
｡
中

央
駅
政
所
の
山
本
降
輪
伐
指
港
既
衛
の
も
と
に
高
教
群
数
紙
抄
出
の
試

妨

一
班

宍

七
八

助
中
で
あ
っ
た
が
第

7
捌
試
臆
に
は
英
和
成
功
し
浦
洲
製
紙
桃
式
魯
鈍

か
ら
闘
.a
E舵
机
耗
孤

へ
絃
見
本
私
送
付
し
て
範
た
'
髄
触
紙
技
向
軸
パ

ル
プ
に
マ
ニ
ラ
些

叫分
か
脱
州
L
蹄
は

1
切
州
ゐ
て
榊
な
い
､
他
し
こ

の

有
鈷
な
発
明
に
紙
盟
が
監
敬
性
船
蔵
分
放

い
て
於
11
鮒
は
佃
は
研
究

の
僚
地
が
あ
る
と
云
ほ
れ
て
あ
る
'
慣
路
は
7
寺

枚
に
北
斗

1
圃
二
十

鎚
見
常
の
山
｡

0

弼

逸

ほ

て

著

明

さ

れ

ぬ

不

燃

塵

紙

米
国
化
挺
協
骨
月
報

の
t軸
す
る
魔
に
ょ
る
と
､
今
桝
弼
泡

ベ
ル
-
ン
に
S
Jて
､
地
軸
の
大
家

フ
リ
ッ
ク
フ
ラ
ン
ク
氏
が
､
熱
盤
ぜ
ざ
る
約
7<B
韓
桝
L
党
袈
し
た
と
云

ふ
邸
で
あ
る
､

こ
の
紙
は
熟
に
射
し
て
驚
-

べ

4

,不
導
雌
で
'
摘
拭
七

甘
皮
の
熟
庇
に
放
て
は
､
抱
轍
に
燃
焼
す
る
祁
な
-
'
北
の
幾
明
rJ
れ

i1
難
波
か
以
て
由
比
し
た
状
公
に
朝
出
の
新
糊
跳
ね
入
れ
､
ブ
ン
セ
ン

燈
の
焔
上
に
故
十
分
間
焼
く
も
状
袋
は
勿
静
'
中
の
新
聞
が
少
し
-
燃

焼
上牧
的
-
云
ふ
､
こ
の
紙
代
昨
今
籾
泡
に
於
て
セ
ル
ロ
イ
ド
塊
品
】小
包

災
す
る
筏
め
に
主
と
し
て
供
用
せ
ら
れ
､
世
非
命
図

に
多
数
の
見
本
本

造
り
つ
1
あ
る
1
,の
餌
で
あ
る
｡

0

ボ

ル
ネ

オ

近

海

に

放

け

る
鰻
の
大
規
模
漁
獲
計
藍

本
事
業
の
計
親
に
放
て
ば
'
新
茄
披
伸
助
地
軸
萌
･･iリ
も
其
筋
へ左

の
池
リ
報
骨
が
あ
っ
た
｡

爾
汝
洲
の
鰭
池
狐
骨
紀
は
過
般
技
伽
和
英
伽
北
肘
ル
ネ
オ
'
サ
ン

ダ

カ

ン
.1
統
治
し
､
ガ
ル
ネ
オ
妃
縦
に
如

け
る
蛸
の
大
塊
松
淡1
位
可
髄

性

に
捌

し
調
査
各
駅
み
た
る
が
､
桁
に
舶
し
ノ
ー
ス
t
か
ル
ネ
オ
､

ヘ
ラ

Iか
ド
紙
上
に
於
て
鮫
皮
敬
工
乾
の
敬
達
孤
鮫
皮
加
工
品
の

流
行
可
能
性



に
槻
L
､
大
Lki
左

記
の
鵡
報
汲
せ
ら
れ
居
れ
り
O

蝿
の
姑
7秒
故
郷
料
桃
に
珍
珊
さ
る
1
1
J
と
は
周
射t
の
瑞
浪
で
あ
る
が

蛾
の
何
2-1日
偶
低
は
単
に
之
れ
の
Lみ
に
止
事
ら
サ
共
肘
肪
げ
各
稗
の
Lは
灘

私
権
寸
隙
に
鎮
料
と
し
て
倣
川
せ
ら
れ
'
叉
蛎
か
ら
探
る
肝
的11
の

7
成

分
十
･J
て
批
川
さ
れ
る
叶
､
就
中
非
政
雄
は
経
距
癖
製
法
が
池
沸
し
て

水
ii
約
束
､
地
政
の
来
所
に
締
出
す
る
舵
い
粒
旭
物
砧
手
際
よ

-

取

除

き
､
弟
舶
な
搬
政
和
魁
‖
す
る
枕
に
な
り
､
し
か
Jl
非
聴
皮
は
柔
軟
性

に
･:==
み
耐
久
力
及
鵜
瀬
カ
に
於
て
､
他
に
比
赦
私

見
な
い
と
の
こ
一と
で

あ
る
が
虹
に
之
れ
に
かi
エ
し
て
姉
人
川
靴
､
辛
抱
公
､
自
動
氷
枕
縦
服

.乃
繋
げ
家
具
妓
飾
.IM
に
仕
上
ぐ
汗

ば
'
必
ず

T
舷
灯
晴
好
に
投
す
べ
L

と
の
見
込
が
傭
立
し
た
と
報
せ

ら
れ
'
現
に
倫
敦
で
は
地
皮
工
機
が

T

の
新
し
い
企
菜
Iu
L
LJ細
野
侶
低
め
る
史
で
に
報
達
し
'
英
数
晶
は
a
J

米
S
政
琳
却
門
渦
m
Ll二相
滞

在
糊
し
て
iC
a
叉
新
川
朋
'
濠
洲
､
釆
凶

年
に
於
て
i
新
縄
張

とし
て
地
租
牡
の
符
刑
{
=杜
が
経
文
さ
る
1
に
.,･Gj

つ
た
が
'
叔
貯
粥
株
洲
の
鰭
班t
独
骨
敵
は
'
蝕

の
棲
息
囲
城
と
し

て
有

名
な
る
か
ル
ネ
オ
妃
梅
に
新
目
し
､
人
魂
椀
独
牡
の
計

盤
の
下
に
技
伽

在
サ
ノ
ダ
カ
ン
に
派
出
し
て
訓
盤
か
糊
始
ぜ
L
む
ろ
に
至
つ
iIio
か
水

封
ル
ネ
オ
逆
相

は
仏
の
棲
息
隣
地
と
し
て
仙
卯

T
と
榊
せ
ら
れ
､

久地

の

和
知
-

C
a
rp
et
S
h
Jl･.a,
T
ig
er
S
.b
r打
,
S
a
n
d
S
h
a
r..i･
韓
各

棟
の
J
の
が
触
孤
だ
と
云
ほ
れ
て
ゐ

a

O

か
骨
軌
の
計

誠
によ
れ

ば

特

殊
の
曳
純
な
任
用
L
､
報
御
瞬
舶
に
よ
り

多
数
の
焼
払
的
犯
し
'
陸
上

の
エ
功
に
.gJ
ん
で
敬
政
に
特
製
す
る
魅
で
釣
る
0

回
に
桁
孤
発
見
の
淡
に
依
れ
ば
粒
水
場
に
放
て
は
鵡
多
の
狩
猛
件
が

宜
博
さ
れ
て
刷
る
怯
め
餓
孤
独
止
の
低
敵
が
旭
快
さ
亘
て
ゐ
滋
が
､
弧

郁

報

牡
に
探
し
少
し
ぐ
維
窓
す
れ
ば
ru
L
た
る
危
阪
ー‡
な
き
山

_ニーて
､
硯
Li

プ
ロ
･>
ダ
'
キ
ー
ス
に
放
て
は
過
去
二
伸
年
中
崇

高

飴

の鱗
か
瀧
独

し
た
が
従
染
弧
未
は

T
皮
-
億
鶴
を
発
け
な
か
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

o
ト

タ
ン
ス
T,(
ト

ル
の
金

線

輩

完

二
八
志

ふ

け
て

ラ
ン
ス
･パ
ー

ル
余
助
栄
城純
な
約
二
ヶ
年
と
比
粒
す
れ
ば
次
の
如
し

7
九
二
六
昨

7
九
二
七
年

T
九
二
八
年
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媒
制
発

売
.(
∧
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00
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'00
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0
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0
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細

封

克
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傍

完
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U
O

m
O
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r
Q
O
O

利

益

t竜
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t0
0
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三
､
品
0
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0
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]望
tO
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0
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借

金

八
f
軍
r
C
K
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八

､望
三
pO
O
O

(
.冥
0
､00
0

汲鮎
五
年
間
に
共
産
金
剛
な
増
加
し

1
九
二
八
年

新

にこ
瀬
高
の
記
飽

な

つ
-
れ
る
聖

故
坤
以
兆
せ
非

f
般
僻
に
甫
附
Li
於
て
ほ
ト
ラ
ン
ス
バ

ー
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